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『
法
句
経
』
の
仏
教
保
育
へ
の
展
開
に
関
す
る
考
察
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『
法
句
経
（D

ham
m

apada

）』
は
、
古
来
よ
り
多
く
の
仏
教
徒
に
広
く
読
誦
さ
れ
て
き
た
パ
ー
リ
ー
語
で
書
か
れ
た
原
始
経
典
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
26
章

に
分
類
さ
れ
、
423
の
詩
で
構
成
さ
れ
、
お
釈
迦
様
の
生
の
言
葉
に
一
番
近
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
真
の
人
間
を
的
確
に
捉
え
、
人
間
の
優
し
さ
、

命
の
尊
さ
、
愛
の
大
切
さ
な
ど
、
人
間
の
持
つ
価
値
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
自
分
自
身
の
生
活
の
中
で
、
様
々
な
困
難
に
出
会
っ
た
時
な
ど
、
そ
の
解

決
の
た
め
の
指
標
と
な
る
教
え
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
こ
の
『
法
句
経
（D

ham
m

apada

）』
の
教
え
を
公
益
社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
が
提
唱

す
る
「
仏
教
保
育
三
綱
領
」（「
慈
心
不
殺
」、「
仏
道
成
就
」、「
正
業
精
進
」）
に
三
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
保
育
の
現
場
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
教
え
を
導

き
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
法
句
経
（D

ham
m

apada
）』
の
教
え
が
、
仏
教
保
育
の
実
践
に
お
い
て
具
体
的
な
指
標
と
な
る
教
え
を
導
き
出
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
：『
法
句
経
』、
仏
教
保
育
、
仏
教
保
育
三
綱
領
、
命
の
尊
厳
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― III ― ― II ―

１
．
は
じ
め
に

今
日
、
仏
教
寺
院
な
ど
を
中
心
に
設
立
、
運
営
さ
れ
、
仏
教
保
育
を
提
唱
、
実

践
し
て
い
る
各
幼
稚
園
・
保
育
所
の
掲
げ
る
教
育
・
保
育
方
針
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

園
の
方
針
に
基
づ
き
種
々
に
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
共
通
す
る
部
分
も
多
々

存
在
し
て
い
る
。
そ
の
共
通
す
る
部
分
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。（
１
）

・‌�

生
命
の
尊
さ
に
気
づ
き
、
豊
か
な
感
情
を
育
て
る

・‌�

優
し
さ
感
謝
を
学
び
、
心
と
身
体
の
丈
夫
な
子
を
育
て
る

・‌�

も
の
ご
と
の
善
悪
を
わ
き
ま
え
る
力
を
持
つ
こ
と

・‌�

生
命
を
大
切
に
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
を
育
て
る

・‌�

す
べ
て
の
子
を
仏
の
子
と
し
て
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

・‌�

す
べ
て
の
命
あ
る
も
の
に
対
し
て
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
感
謝
や
反
省
の

心
を
育
て
る

・‌�

感
謝
の
心
を
育
ん
で
い
の
ち
輝
く
人
と
な
る　

・‌�

明
る
く（
仏
）、
正
し
く（
法
）、
な
か
よ
く（
僧
）

・‌�

慈
心
不
殺
、
仏
道
成
就
、
正
業
精
進　
（「
仏
教
保
育
三
綱
領
」）（
２
）

な
ど
の
教
育
・
保
育
方
針
を
掲
げ
て
い
る
園
が
多
い
。
そ
の
中
で
も
公
益
社
団
法

人
日
本
仏
教
保
育
協
会
が
提
唱
す
る
「
仏
教
保
育
三
綱
領
」（「
慈
心
不
殺
」、「
仏

道
成
就
」、「
正
業
精
進
」）
を
そ
の
中
心
に
掲
げ
て
教
育
・
保
育
指
針
と
し
て
い

る
園
が
多
い
。
即
ち
、
こ
の
公
益
社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
の
「
仏
教
保
育

三
綱
領
」
は
、
仏
教
保
育
を
提
唱
、
実
践
し
て
い
る
各
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
い

て
、
教
育
・
保
育
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
真
の
人
間
を
的
確
に
捉
え
、
人
間
の
優
し
さ
、
命
の
尊

さ
、
愛
の
大
切
さ
な
ど
、
人
間
の
持
つ
価
値
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
『
法
句

経（D
ham

m
apada

）』の
教
え
を
、幼
児
期
の
発
達
に
即
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
、

仏
教
保
育
の
現
場
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
し
て
保
育
者
の

日
々
の
保
育
の
具
体
的
な
示
唆
と
な
る
教
え
を
導
き
出
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
そ
の
際
に
大
切
な
こ
と
は
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
に
直
接
関
わ
る
保
育

者
の
仏
教
理
解
が
前
提
と
な
る
も
の
で
、
保
育
者
の
果
た
す
役
割
が
極
め
て
大
き

い
。
そ
こ
で
現
場
の
保
育
者
が
保
育
の
現
場
に
展
開
で
き
る
教
え
を
導
き
出
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。　

２
．『
法
句
経
』
の
説
く
主
旨
と
、
仏
教
保
育
に
お
け
る
重
要
性

（
１
）『
法
句
経
（D

ham
m

apada

）』
と
は

『
法
句
経（D

ham
m

apada

）』
は
、
お
釈
迦
様
の
語
っ
た
と
い
わ
れ
る
詩
の
選

集
で
、
パ
ー
リ
ー
語
で
書
か
れ
た
原
始
経
典
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
26
章

に
分
類
さ
れ
、423
の
詩
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の『
法
句
経（D

ham
m

apada

）』

は
、
お
釈
迦
様
の
生
の
言
葉
に
一
番
近
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
上
座
部
仏

教
の
中
で
は
現
在
も
最
高
の
仏
教
聖
典
と
し
て
尊
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
内
容
は
、
423
の
短
い
詩
の
中
に
、
平
易
な
言
葉
で
、
誰
も
が
理
解
可
能
な
も
の

で
は
あ
る
が
、同
時
に
そ
の
説
か
れ
る
教
え
の
内
容
は
と
て
も
深
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
『
法
句
経（D

ham
m

apada

）』
は
古
来
よ
り
多
く
の
仏
教
徒
に
読
誦
さ

れ
て
き
た
聖
典
で
あ
り
、
異
本
も
多
く
、
漢
訳
に
は
、『
法
句
経（
２
巻
）』（『
大

正
新
脩
大
蔵
経
』
本
縁
部（
下
）
第
４
巻
210
ｐ
559a
〜
ｐ
575b
）、『
法
句
譬
喩
経（
４
巻
）』

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
本
縁
部（
下
）第
４
巻
211
ｐ
575b
〜
ｐ
609b
）
な
ど
が
あ
り
、
日

本
語
訳
に
は
、友
松
円
諦
訳『
法
句
経
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）、中
村　

元
訳『
ブ
ッ

ダ
の
真
理
の
こ
と
ば　

感
興
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫（
岩
波
書
店
）、
荻
原
雲
来
訳

注
『
法
句
経
』
岩
波
文
庫（
岩
波
書
店
）、
そ
の
他
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
な
ど
多
く
の
翻

訳
、
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
論
に
お
い
て
は
、
中
村　

元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真

理
の
こ
と
ば　

感
興
の
こ
と
ば
』
と
友
松
園
諦
訳
『
法
句
経
』
の
二
つ
の
訳
を
対

比
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。
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― III ― ― II ―

章
「
地
獄
」（
306
〜
319
・
14
詩
）、
第
23
章
「
象
」（
320
〜
333
・
14
詩
）、
第
24
章
「
愛

執
」（
334
〜
359
・
26
詩
）、
第
25
章
「
修
行
僧
」（
360
〜
382
・
23
詩
）、
第
26
章
「
バ

ラ
モ
ン
」（
383
〜
423
・
41
詩
）
の
26
章
423
の
詩
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
法

句
経
（D

ham
m

apada

）』
の
構
成
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
『
法
句
経（D

ham
m

apada

）』
の
内
容
は
、
自
分
自
身
の
生
活

の
中
で
様
々
な
困
難
に
出
会
っ
た
時
な
ど
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
指
標
と
な
る
教

え
で
あ
り
、
仏
教
保
育
の
現
場
に
お
け
る
問
題
解
決
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を
導

く
指
標
と
な
る
教
え
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
２
）『
法
句
経（D

ham
m

apada

）』
の
構
成

そ
こ
で
『
法
句
経（D

ham
m

apada

）』
の
構
成
は
、

26
章
423
の
詩
よ
り
成
り
立
つ
。
そ
の
構
成
の
詳
細
は
、

第
１
章
「
ひ
と
組
み
ず
つ
」（
１
〜
20
・
20
詩
）、
第

２
章
「
は
げ
み
」（
21
〜
32
・
12
詩
）、
第
３
章
「
心
」

（
33
〜
43
・
11
詩
）、
第
４
章
「
花
に
ち
な
ん
で
」（
44

〜
59
・
16
詩
）、
第
５
章
「
愚
か
な
人
」（
60
〜
75
・
16

詩
）、
第
６
章
「
賢
い
人
」（
76
〜
89
・
14
詩
）、
第
７

章
「
真
人
」（
90
〜
99
・
10
詩
）、
第
８
章
「
千
と
い
う

数
に
ち
な
ん
で
」（
100
〜
115
・
16
詩
）、
第
９
章
「
悪
」

（
116
〜
128
・
13
詩
）、
第
10
章
「
暴
力
」（
129
〜
145
・
17

詩
）、
第
11
章
「
老
い
る
こ
と
」（
146
〜
156
・
11
詩
）、

第
12
章
「
自
己
」（
157
〜
166
・
10
詩
）、
第
13
章
「
世
の

中
」（
167
〜
178
・
12
詩
）、
第
14
章
「
ブ
ッ
ダ
」（
179
〜

196
・
18
詩
）、
第
15
章
「
楽
し
み
」（
197
〜
208
・
12
詩
）、

第
16
章
「
愛
す
る
も
の
」（
209
〜
220
・
12
詩
）、
第
17
章

「
怒
り
」（
221
〜
234
・
14
詩
）、
第
18
章
「
汚
れ
」（
235
〜

255
・
21
詩
）、
第
19
章
「
道
を
実
践
す
る
人
」（
256
〜

272
・
17
詩
）、
第
20
章
「
道
」（
273
〜
289
・
17
詩
）、
第

21
章
「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
」（
290
〜
305
・
16
詩
）、
第
22

章 内容 （中村　元訳） 内容 （友松園諦訳） 詩 数
第 1 章 ひと組みずつ 隻要（ひとくみ） 1 〜 20 20 詩
第 2 章 はげみ 不放逸（はげみ） 21 〜 32 12 詩
第 3 章 心 心意（こころ） 33 〜 43 11 詩
第 4 章 花にちなんで 華（はな） 44 〜 59 16 詩
第 5 章 愚かな人 闇愚（おろかびと） 60 〜 75 16 詩
第 6 章 賢い人 賢哲（かしこきひと） 76 〜 89 14 詩
第 7 章 真人 阿羅漢（ひじり） 90 〜 99 10 詩
第 8 章 千という数にちなんで 述千（せんということ） 100 〜 115 16 詩
第 9 章 悪 悪行（あしきわざ） 116 〜 128 13 詩
第 10 章 暴力 刀杖（つるぎ） 129 〜 145 17 詩
第 11 章 老いること 老耄（おい） 146 〜 156 11 詩
第 12 章 自己 自己（おのれ） 157 〜 166 10 詩
第 13 章 世の中 世間（せけん） 167 〜 178 12 詩
第 14 章 ブッダ 仏陀（さとれるもの） 179 〜 196 18 詩
第 15 章 楽しみ 安寧（やすけさ） 197 〜 208 12 詩
第 16 章 愛するもの 好喜（たのしさ） 209 〜 220 12 詩
第 17 章 怒り 忿怒（いかり） 221 〜 234 14 詩
第 18 章 汚れ 塵垢（けがれ） 235 〜 255 21 詩
第 19 章 道を実践する人 住法（ただしさ） 256 〜 272 17 詩
第 20 章 道 道行（みち） 273 〜 289 17 詩
第 21 章 さまざまなこと 雑（さまざま） 290 〜 305 16 詩
第 22 章 地獄 地獄（あしきところ） 306 〜 319 14 詩
第 23 章 象 象（ぞう） 320 〜 333 14 詩
第 24 章 愛執 愛欲（あいよく） 334 〜 359 26 詩
第 25 章 修行僧 比丘（こうもの） 360 〜 382 23 詩
第 26 章 バラモン 婆羅門（ばらもん） 383 〜 423 41 詩

【　『法句経』の構成　】
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― V ― ― IV ―

３
．『
法
句
経
（D

ham
m

apada

）』
の
「
仏
教
保
育
」
へ
の
展
開

（
１
）『
法
句
経
（D

ham
m

apada

）』
の
「
仏
教
保
育
三
綱
領
」
へ
の
三
分
類

‌�　

仏
教
保
育
を
提
唱
、
実
践
し
て
い
る
各
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
い
て
は
、
そ

の
多
く
の
園
が
公
益
社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
が
提
唱
す
る
「
仏
教
保

育
三
綱
領
」（「
慈
心
不
殺
」、「
仏
道
成
就
」、「
正
業
精
進
」）
を
そ
の
中
心
に

掲
げ
て
教
育
・
保
育
の
指
針
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、『
法
句
経

（D
ham

m
apada

）』
に
説
か
れ
る
26
章
423
の
詩
を
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
内

容
を
な
か
ば
強
引
で
は
あ
る
が
「
仏
教
保
育
三
綱
領
」
の
三
つ
に
分
類
し
、
そ

の
教
え
を
日
常
の
教
育
・
保
育
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
そ
の
分
類
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
３
）

　
①‌�

「
慈
心
不
殺
」（
明
る
く
）〈
仏
〉
―
【
生
命
尊
重
の
保
育
を
行
お
う
】

　

‌�　
「
慈
心
不
殺
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、
第
10
章
「
暴
力
」
の
129
・
130
・

131
・
132
・
133
・
134
・
135
・
136
・
137
・
138
・
139
・
140
・
141
・
142
・
143
・
144
・
145

の
17
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
仏
教
の
非
暴
力
、
不
殺
生
、
不
戦
の
思
想
に

つ
い
て
説
か
れ
、
人
は
誰
で
も
暴
力
に
怯
え
、
自
分
の
死
を
恐
れ
自
ら
の
生

命
を
愛
お
し
む
。
そ
れ
故
に
他
の
人
の
生
命
も
愛
お
し
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
11
章
の
「
老
い
る
こ
と
」
の
146
・
147
・
148
・
149
・
150
・
151
・

152
・
153
・
154
・
155
・
156
の
11
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
人
生
に
お
け
る
真
理

の
法
に
つ
い
て
説
か
れ
、
こ
の
世
の
す
べ
て
の
も
の
は
移
り
変
わ
り
、
無
常

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
真
理
を
体
得
し
一
瞬
一
瞬
の
自
ら
の
命
を
大
切
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
②‌�

「
仏
道
成
就
」（
正
し
く
）〈
法
〉
―
【
正
し
き
を
見
て
絶
え
ず
進
む
保
育
を

行
お
う
】

　

‌�　
「
仏
道
成
就
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、第
１
章
「
ひ
と
組
み
ず
つ
」
の
１
・

２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
８
・
９
・
10
・
11
・
12
・
13
・
14
・
15
・
16
・
17
・

18
・
19
・
20
の
20
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
二
つ
の
対
に
な
る
詩
に
よ
っ
て

対
極
か
ら
見
た
教
え
が
説
か
れ
、
す
べ
て
の
も
の
ご
と
は
心
に
よ
っ
て
つ
く

り
だ
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
４
章
の
「
花
に
ち
な
ん
で
」
の
44
・
45
・
46
・
47
・
48
・
49
・

50
・
51
・
52
・
53
・
54
・
55
・
56
・
57
・
58
・
59
の
16
詩
で
あ
り
、
こ
の
章

で
は
花
と
香
り
に
関
す
る
詩
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
欲
望
を
制
し
善
行
を
学

び
つ
と
め
る
人
が
真
理
の
こ
と
ば
を
摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
５
章
の
「
愚
か
な
人
」
の
60
・
61
・
62
・
63
・
64
・
65
・
66
・

67
・
68
・
69
・
70
・
71
・
72
・
73
・
74
・
75
の
16
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は

自
分
は
自
分
で
は
な
い
愚
か
な
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
か
れ
、
自
分
で

す
ら
自
分
を
思
い
通
り
に
出
来
な
い
実
体
の
な
い
自
分
に
気
づ
く
こ
と
が
悩

み
か
ら
解
放
さ
れ
る
方
法
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
７
章
の
「
真
人
」
の
90
・
91
・
92
・
93
・
94
・
95
・
96
・
97
・

98
・
99
の
10
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
物
事
の
本
質
に
つ
い
て
説
か
れ
、
自

己
を
と
と
の
え
束
縛
を
離
れ
た
解
脱
の
境
地
を
め
ざ
す
こ
と
の
大
切
さ
が
説

か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
14
章
「
ブ
ッ
ダ
」
の
179
・
180
・
181
・
182
・
183
・
184
・
185
・
186
・

187
・
188
・
189
・
190
・
191
・
192
・
193
・
194
・
195
・
196
の
18
詩
で
あ
り
、
こ
の
章

で
は
三
宝
に
帰
依
し
、
浄
く
、
正
し
い
心
で
善
行
を
行
う
こ
と
に
よ
り
四
つ

の
真
理
（「
四
諦
」）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
15
章
「
楽
し
み
」
の
197
・
198
・
199
・
200
・
201
・
202
・
203
・
204
・
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205
・
206
・
207
・
208
の
12
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
人
生
に
お
け
る
楽
し
み
と

は
何
か
に
つ
い
て
説
か
れ
、
お
釈
迦
様
の
教
え
を
も
と
に
真
理
を
体
得
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
18
章
「
汚
れ
」
の
235
・
236
・
237
・
238
・
239
・
240
・
241
・
242
・

243
・
244
・
245
・
246
・
247
・
248
・
249
・
250
・
251
・
252
・
253
・
254
・
255
の
21
詩
で

あ
り
、こ
の
章
で
は
「
汝
は
」
と
目
の
前
に
い
る
「
私
」
に
つ
い
て
説
か
れ
、

お
釈
迦
様
の
教
え
に
従
っ
て
正
し
い
道
を
進
み
、
悪
行
を
離
れ
善
行
を
行
う

こ
と
に
よ
り
生
死
を
超
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
20
章
「
道
」
の
273
・
274
・
275
・
276
・
277
・
278
・
279
・
280
・
281
・

282
・
283
・
284
・
285
・
286
・
287
・
288
・
289
の
17
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
四
つ

の
真
理
（「
四
諦
」）、「
八
正
道
」
に
つ
い
て
説
か
れ
、
お
釈
迦
様
の
説
く
道

理
に
従
い
、
戒
律
を
守
っ
て
自
ら
を
律
し
、
清
ら
か
な
道
の
実
践
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

③‌�

『
正
業
精
進
」（
仲
良
く
）〈
僧
〉―【
良
き
社
会
人
を
つ
く
る
保
育
を
行
お
う
】

　

‌�　
「
正
業
精
進
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、
第
２
章
の
「
は
げ
み
」
の
21
・

22
・
23
・
24
・
25
・
26
・
27
・
28
・
29
・
30
・
31
・
32
の
12
詩
で
あ
り
、
こ

の
章
で
は
不
死
と
死
の
意
味
に
つ
い
て
説
き
、
正
し
い
生
活
を
求
め
放
逸
に

陥
る
こ
と
な
く
努
力
す
る
と
こ
ろ
に
心
の
平
安
が
も
た
ら
さ
れ
こ
と
に
つ
い

て
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
３
章
の
「
心
」
の
33
・
34
・
35
・
36
・
37
・
38
・
39
・
40
・

41
・
42
・
43
の
11
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
心
と
は
何
か
に
つ
い
て
説
か
れ

て
お
り
、
修
行
に
よ
り
平
静
な
心
を
保
つ
こ
と
が
平
安
に
つ
な
が
る
と
説
か

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
６
章
「
賢
い
人
」
の
76
・
77
・
78
・
79
・
80
・
81
・
82
・
83
・

84
・
85
・
86
・
87
・
88
・
89
の
14
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
賢
い
人
と
は
ど

の
よ
う
な
人
で
あ
る
か
に
つ
い
て
説
か
れ
、
心
を
正
し
く
と
と
の
え
、
数
々

の
教
え
の
中
か
ら
真
実
を
見
極
め
、
正
し
い
道
を
進
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
８
章
「
千
と
い
う
数
に
ち
な
ん
で
」
の
100
・
101
・
102
・
103
・

104
・
105
・
106
・
107
・
108
・
109
・
110
・
111
・
112
・
113
・
114
・
115
の
16
詩
で
あ
り
、

こ
の
章
で
は
千
と
い
う
数
に
ち
な
ん
だ
教
え
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
説
か

れ
、
自
己
に
勝
つ
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
９
章
の
「
悪
」
の
116
・
117
・
118
・
119
・
120
・
121
・
122
・
123
・

124
・
125
・
126
・
127
・
128
の
13
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
善
と
悪
に
つ
い
て
説

か
れ
、
悪
を
離
れ
、
善
を
な
す
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
12
章
「
自
己
」
の
157
・
158
・
159
・
160
・
161
・
162
・
163
・
164
・

165
・
166
の
10
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
自
己
に
つ
い
て
説
か
れ
、
自
分
自
身

が
主
で
あ
り
、
自
分
を
正
し
く
調
え
、
そ
し
て
他
人
を
教
え
調
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
‌�　

ま
た
、
第
13
章
「
世
間
」
の
167
・
168
・
169
・
170
・
171
・
172
・
173
・
174
・

175
・
176
・
177
・
178
の
12
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
死
に
臨
む
こ
と
に
つ
い
て

説
か
れ
、
善
い
行
い
の
道
理
に
従
っ
て
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
死
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
16
章
「
愛
す
る
者
」
の
209
・
210
・
211
・
212
・
213
・
214
・
215
・

216
・
217
・
218
・
219
・
220
の
12
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
愛
す
る
も
の
に
つ
い

て
説
か
れ
、
お
釈
迦
様
の
正
し
い
教
え
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
し
い
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心
で
、
正
し
い
見
解
を
も
っ
て
、
真
実
を
語
り
自
分
の
な
す
べ
き
こ
と
を
な

し
、
愛
を
む
さ
ぼ
ら
ず
、
妄
執
を
捨
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
17
章
「
怒
り
」
の
221
・
222
・
223
・
224
・
225
・
226
・
227
・
228
・

229
・
230
・
231
・
232
・
233
・
234
の
14
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
人
間
の
怒
り
に

つ
い
て
説
か
れ
、
正
し
い
修
行
を
し
、
正
し
い
考
え
を
も
っ
て
、
怒
り
に
打

ち
勝
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
19
章
「
道
を
実
践
す
る
人
」
の
256
・
257
・
258
・
259
・
260
・
261
・

262
・
263
・
264
・
265
・
266
・
267
・
268
・
269
・
270
・
271
・
272
の
17
詩
で
あ
り
、
こ

の
章
で
は
道
を
実
践
す
る
人
に
つ
い
て
説
か
れ
て
お
り
、
お
釈
迦
様
の
教
え

に
従
い
、
常
に
精
進
し
て
清
ら
か
な
心
を
求
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説

か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
21
章
「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
」
の
290
・
291
・
292
・
293
・
294
・
295
・

296
・
297
・
298
・
299
・
300
・
301
・
302
・
303
・
304
・
305
の
16
詩
で
あ
り
、
こ
の
章

で
は
さ
ま
ざ
ま
こ
と
で
、
広
大
な
楽
し
み
を
望
ん
で
、
つ
ま
ら
ぬ
快
楽
を
捨

て
よ
と
説
い
て
、
自
分
の
快
楽
を
得
る
た
め
に
、
他
人
を
苦
し
め
る
よ
う
な

こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
22
章
「
地
獄
」
の
306
・
307
・
308
・
309
・
310
・
311
・
312
・
313
・

314
・
315
・
316
・
317
・
318
・
319
の
14
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
善
悪
の
基
準
に

つ
い
て
説
か
れ
、
様
々
な
条
件
に
よ
っ
て
善
悪
の
基
準
が
変
わ
る
。
そ
こ
で

お
釈
迦
様
は
浄
ら
か
な
心
で
後
悔
を
し
な
い
よ
う
な
生
き
方
が
大
切
で
あ
る

と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
23
章
「
象
」
の
320
・
321
・
322
・
323
・
324
・
325
・
326
・
327
・
328
・

329
・
330
・
331
・
332
・
333
の
14
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
聡
明
な
伴
侶
に
つ
い

て
説
か
れ
、
自
分
の
心
を
と
と
の
え
、
思
慮
深
く
聡
明
で
ま
じ
め
な
生
活
を

し
て
い
る
人
を
伴
侶
と
し
て
共
に
歩
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
24
章
「
愛
執
」
の
334
・
335
・
336
・
337
・
338
・
339
・
340
・
341
・

342
・
343
・
344
・
345
・
346
・
347
・
348
・
349
・
350
・
351
・
352
・
353
・
354
・
355
・

356
・
357
・
358
・
359
の
26
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
愛
執
に
つ
い
て
説
か
れ
、

愛
は
苦
の
源
と
な
り
、
自
分
の
心
を
浄
め
、
執
着
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
す
べ

て
の
苦
し
み
に
打
ち
勝
つ
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
25
章
「
修
行
僧
」
の
360
・
361
・
362
・
363
・
364
・
365
・
366
・
367
・

368
・
369
・
370
・
371
・
372
・
373
・
374
・
375
・
376
・
377
・
378
・
379
・
380
・
381
・
382

の
23
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
修
行
僧
に
つ
い
て
説
か
れ
、
自
己
こ
そ
、
自

分
の
主
で
あ
り
、
依
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
己
を
整
え
自
分
の

心
を
正
し
く
調
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

　

‌�　

ま
た
、
第
26
章
「
バ
ラ
モ
ン
」
の
383
・
384
・
385
・
386
・
387
・
388
・
389
・

390
・
391
・
392
・
393
・
394
・
395
・
396
・
397
・
398
・
399
・
400
・
401
・
402
・
403
・

404
・
405
・
406
・
407
・
408
・
409
・
410
・
411
・
412
・
413
・
414
・
415
・
416
・
417
・

418
・
419
・
420
・
421
・
422
・
423
の
41
詩
で
あ
り
、
こ
の
章
で
は
バ
ラ
モ
ン
に
つ

い
て
説
か
れ
、
お
釈
迦
様
の
説
く
真
理
に
目
覚
め
、
正
し
い
生
き
方
を
す
る

も
の
が
バ
ラ
モ
ン
と
呼
ば
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　（
２
）『
法
句
経
（D

ham
m

apada

）』
の
「
仏
教
保
育
」
へ
の
展
開

そ
れ
で
は
『
法
句
経
（D

ham
m

apada

）』
の
教
え
が
仏
教
保
育
の
実
践
に
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
で
き
る
か
を
考
察
す
る
。
本
論
で
は
紙
面
の
都
合
に
よ

り
、
第
10
章
「
暴
力
」、
第
11
章
「
老
い
る
こ
と
」
の
「
慈
心
不
殺
」
に
つ
い
て

の
み
の
検
討
を
試
み
る
。
こ
の
「
慈
心
不
殺
」
と
は
「
生
命
尊
重
の
保
育
を
行
お
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う
」
と
い
う
も
の
で
、
公
益
社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
で
は
、
仏
教
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
「
仏
教
で
は
人
間
だ
け
で
な
く
、
草
木
に
も
、
虫
、
鳥
、獣

に
も
、水
や
石
や
大
地
に
も
、す
べ
て
同
じ
よ
う
に
仏
性
が
あ
る
と
考
え
る
。」と
述

べ
、（
４
）即
ち
、
仏
教
で
い
う
生
命
尊
重
と
は
、
生
き
も
の
の
生
命
は
勿
論
の
こ
と
、

水
、石
な
ど
に
も
命
が
あ
る
よ
う
に
大
切
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

仏
教
保
育
を
提
唱
、
実
践
し
て
い
る
各
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
慈

心
不
殺
」の
教
え
を
教
育
・
保
育
方
針
の
第
一
に
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。　

ま
ず
、
幼
児
教
育
の
現
場
に
お
い
て
、「
命
の
尊
厳
」
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
か
、『
幼
稚
園
教
育
要
領
』、『
保
育
所
保
育
指
針
』
の
中
に
示
さ
れ

て
い
る
「
命
の
尊
厳
」
に
関
す
る
項
目
・
内
容
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
幼
稚
園
教
育
要
領
』
に
お
い
て
は
、
動
植
物
や
身
近
な
事
象
を
通
し
て
命
の

大
切
さ
等
を
学
ぶ
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

・‌�「
身
近
な
動
植
物
に
親
し
み
を
も
っ
て
接
し
，
生
命
の
尊
さ
に
気
付
き
，
い

た
わ
っ
た
り
，
大
切
に
し
た
り
す
る
。」

�

〔
第
２
章　

ね
ら
い
及
び
内
容　

環
境　

２
内
容（
５
）〕

・‌�「
身
近
な
事
象
や
動
植
物
に
対
す
る
感
動
を
伝
え
合
い
，
共
感
し
合
う
こ
と

な
ど
を
通
し
て
自
分
か
ら
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
る
と
と
も
に
，

様
々
な
か
か
わ
り
方
を
通
し
て
そ
れ
ら
に
対
す
る
親
し
み
や
畏
敬
の
念
，
生

命
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
，
公
共
心
，
探
究
心
な
ど
が
養
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。」

�

〔
第
２
章　

ね
ら
い
及
び
内
容　

環
境　

３
内
容
の
取
扱
い（
３
）〕

こ
の
よ
う
に
『
幼
稚
園
教
育
要
領
』
の
「
第
２
章　

ね
ら
い
及
び
内
容
」
の
領

域
「
環
境
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
領
域
「
環
境
」
の
中
で
「
命
の
尊
厳
」
に

つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
、
身
近
な
動
植
物
を
通
し
て
、
そ
の
命
の
尊
さ
、
生
き

物
を
思
い
や
る
気
持
ち
、
物
の
大
切
さ
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
教
え
て
い

く
こ
と
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。（
５
）

『
保
育
所
保
育
指
針
』
に
お
い
て
は
、
生
命
の
尊
厳
に
関
す
る
項
目
は
、
五
歳

児
を
は
じ
め
に
六
歳
児
ま
で
段
階
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。

・‌�「
周
り
に
い
る
人
た
ち
が
す
べ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
一
人
一

人
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
く
よ
う
に
配
慮
す
る
。（
六

歳
児
）」

�

〔
第
一
〇
章　

六
歳
児
の
保
育
の
内
容
５
配
慮
事
項　
「
人
間
関
係
」（
3
）〕

・‌�「
動
植
物
と
の
触
れ
合
い
や
飼
育
・
栽
培
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
生

活
と
の
関
わ
り
に
気
づ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
や
生
命
を
尊
重
す
る
心
が
育
つ

よ
う
に
す
る
。（
六
歳
児
）」

�

〔
第
一
〇
章　

六
歳
児
の
保
育
の
内
容　

５
配
慮
事
項　
「
環
境
」（
1
）〕

・‌�「
飼
育
・
栽
培
を
通
し
て
、
動
植
物
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
き
て
い
る
の
か
、

育
つ
の
か
興
味
を
持
ち
、
生
命
が
持
つ
不
思
議
さ
に
気
づ
く
よ
う
に
す
る
。

（
五
歳
児
）」

�

〔
第
九
章　

五
歳
児
の
保
育
の
内
容　

５
配
慮
事
項　
「
環
境
」（
1
）〕

こ
の
よ
う
に
『
保
育
所
保
育
指
針
』
の
「
第
九
章
五
歳
児
の
保
育
の
内
容
」
か

ら
「
第
一
〇
章
六
歳
児
の
保
育
の
内
容
」
と
段
階
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

子
ど
も
は
親
し
み
を
持
て
る
動
植
物
を
見
た
り
、
触
っ
た
り
、
世
話
を
す
る
こ
と

な
ど
を
通
し
て
、
親
し
み
、
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を
持
ち
、
そ
し
て
生
命
の
尊
さ

に
気
づ
く
、
保
育
者
は
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
り
、
動
植
物
へ
の
関
わ
り
方
を

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
６
）

以
上
の
よ
う
に
『
幼
稚
園
教
育
要
領
』、『
保
育
所
保
育
指
針
』
の
中
に
「
命
の

尊
厳
」
に
つ
い
て
の
教
育
・
保
育
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、『
法
句
経
（D

ham
m

apada

）』
に
説
か
れ
る
「
命
の
尊
厳
」
に
関
わ

る
内
容
に
つ
い
て
、
第
10
章
「
暴
力
」、
第
11
章
「
老
い
る
こ
と
」
の
全
文
訳
を
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挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。（
７
）

第
10
章　
「
暴
力
」

129　

‌�
す
べ
て
の
者
は
暴
力
に
お
び
え
、
す
べ
て
の
者
は
死
を
お
そ
れ
る
。
己
が

身
を
ひ
き
く
ら
べ
て
、
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
。

130　

‌�

す
べ
て
の
者
は
暴
力
に
お
び
え
る
。
す
べ
て
の
（
生
き
も
の
）
に
と
っ
て

生
命
は
愛
し
い
。
己
が
身
に
ひ
き
く
ら
べ
て
、
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ

し
め
て
は
な
ら
ぬ
。

131　

‌�

生
き
と
し
生
け
る
者
は
幸
せ
を
も
と
め
て
い
る
。
も
し
も
暴
力
に
よ
っ
て

生
き
も
の
を
害
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
自
分
の
幸
せ
を
も
と
め
て
い
て

も
、
死
後
に
は
幸
せ
が
得
ら
れ
な
い
。

132　

‌�

生
き
と
し
生
け
る
者
は
幸
せ
を
も
と
め
て
い
る
。
も
し
も
暴
力
に
よ
っ
て

生
き
も
の
を
害
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
自
分
の
幸
せ
を
も
と
め
て
い

る
が
、
死
後
に
は
幸
せ
が
得
ら
れ
る
。

133　

‌�

荒
々
し
い
こ
と
ば
を
言
う
な
。
言
わ
れ
た
人
々
は
汝
に
言
い
返
す
で
あ
ろ

う
。
怒
り
を
含
ん
だ
こ
と
ば
は
苦
痛
で
あ
る
。
報
復
が
汝
の
身
に
至
る
で

あ
ろ
う
。

134　

‌�

こ
わ
れ
た
鐘
の
よ
う
に
、
声
を
あ
ら
げ
な
い
な
ら
ば
、
汝
は
安
ら
ぎ
に
達

し
て
い
る
。
汝
は
も
は
や
怒
り
罵
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

135　

‌�

牛
飼
い
が
棒
を
も
っ
て
牛
ど
も
を
牧
場
に
駆
り
立
て
る
よ
う
に
、
老
い
と

死
と
は
生
き
と
し
生
け
る
も
の
ど
も
の
寿
命
を
駆
り
立
て
る
。

136　

‌�

し
か
し
愚
か
な
者
は
、
悪
い
行
な
い
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
気
が
つ
か
な

い
。
浅
は
か
な
愚
者
は
自
分
自
身
の
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
る
。

─ 

火
に
焼
き
こ
が
れ
た
人
の
よ
う
に
。

137
・‌�

140　

手
む
か
う
こ
と
な
く
罪
咎
の
無
い
人
々
に
害
を
加
え
る
な
ら
ば
、
次

に
挙
げ
る
十
種
の
場
合
の
う
ち
の
ど
れ
か
に
速
や
か
に
出
会
う
で
あ
ろ

う
、
─
（
１
）激
し
い
痛
み
、（
２
）老
衰
、（
３
）身
体
の
傷
害
、（
４
）重

い
病
い
、（
５
）乱
心
、（
６
）国
王
か
ら
の
災
い
、（
７
）恐
ろ
し
い
告
げ
口
、

（
８
）親
族
の
滅
亡
と
、（
９
）財
産
の
損
失
と
、（
10
）そ
の
人
の
家
を
火
が

焼
く
。
こ
の
愚
か
な
者
は
、
身
や
ぶ
れ
て
の
ち
に
、
地
獄
に
生
ま
れ
る
。

138　

‌�

先
ず
自
分
を
正
し
く
と
と
の
え
、
次
い
で
他
人
を
教
え
よ
。
そ
う
す
れ
ば

賢
明
な
人
は
、
煩
わ
さ
れ
て
悩
む
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

139　

‌�

他
人
に
教
え
る
と
お
り
に
、
自
分
で
も
行
え
。
自
分
を
よ
く
と
と
の
え
た

人
こ
そ
、
他
人
を
と
と
の
え
る
で
あ
ろ
う
。
自
己
は
実
に
制
し
難
い
。

141　

‌�

裸
か
の
行
も
、
髻
に
結
う
の
も
、
身
が
泥
に
ま
み
れ
る
の
も
、
断
食
も
、

露
地
に
臥
す
の
も
、
塵
や
泥
を
身
に
塗
る
の
も
、
蹲
っ
て
動
か
な
い
の
も
、

─ 

疑
い
を
離
れ
て
い
な
い
人
を
浄
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

142　

‌�

身
の
装
い
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も
、
行
な
い
静
か
に
、
心
お
さ
ま
り
、
身
を

と
と
の
え
て
、
慎
み
ぶ
か
く
、
行
な
い
正
し
く
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の

に
対
し
て
暴
力
を
用
い
な
い
人
こ
そ
、〈
バ
ラ
モ
ン
〉
と
も
、〈
道
の
人
〉

と
も
、
ま
た
〈
托
鉢
遍
歴
僧
〉
と
も
い
う
べ
き
で
あ
る
。

143　

‌�

み
ず
か
ら
恥
じ
て
自
己
を
制
し
、良
い
馬
が
鞭
を
気
に
か
け
な
い
よ
う
に
、

世
の
非
難
を
気
に
か
け
な
い
人
が
、
こ
の
世
に
誰
か
居
る
だ
ろ
う
か
？

144　

‌�

鞭
を
あ
て
ら
れ
た
良
い
馬
の
よ
う
に
勢
い
よ
く
努
め
励
め
よ
。
信
仰
に
よ

り
、
戒
し
め
に
よ
り
、
は
げ
み
に
よ
り
、
精
神
統
一
に
よ
り
、
真
理
を
確

か
に
知
る
こ
と
に
よ
り
、
知
慧
と
行
な
い
を
完
成
し
た
人
々
は
、
思
念
を

こ
ら
し
、
こ
の
少
な
か
ら
ぬ
苦
し
み
を
除
け
よ
。

145　

‌�
水
道
を
つ
く
る
人
は
水
を
み
ち
び
き
、
矢
を
つ
く
る
人
は
矢
を
矯
め
、
大

工
は
木
材
を
矯
め
、
慎
し
み
深
い
人
々
は
自
己
を
と
と
の
え
る
。

第
10
章
「
暴
力
」
に
お
い
て
は
、
仏
教
の
非
暴
力
、
不
殺
生
、
不
戦
の
思
想
に

つ
い
て
説
か
れ
、
人
は
誰
で
も
暴
力
に
怯
え
、
自
ら
の
死
を
恐
れ
、
自
ら
の
生
命
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を
愛
お
し
む
。
そ
れ
故
に
他
人
の
生
命
も
愛
お
し
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
か

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
自
分
を
正
し
く
調
え
、
そ
し
て
他
人
を
導
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
し
、
他
人
を
導
く
通
り
に
自
分
も
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
い
て
い

る
。
そ
し
て
自
分
を
調
え
て
、
正
し
い
行
い
を
実
践
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の

に
対
し
て
暴
力
を
用
い
な
い
人
こ
そ
が
完
成
さ
れ
た
人
（「
仏
」）
と
呼
ば
れ
、
そ

の
よ
う
な
人
は
煩
い
、
悩
み
を
乗
り
越
え
た
人
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
保
育
の
現
場
に
お
い
て
も
同
様
に
、正
し
い
見
識
を
も
っ
て
他
人
を
導
き
、

自
分
の
命
の
み
な
ら
ず
、
他
の
す
べ
て
の
生
き
物
の
命
を
尊
重
し
、
愛
お
し
む
姿
、

そ
し
て
『
法
句
経（D

ham
m

apada
）』
に
説
か
れ
る
仏
教
の
非
暴
力
、
不
殺
生
、

不
戦
の
思
想
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
11
章　
「
老
い
る
こ
と
」

146　

‌�

何
の
笑
い
が
あ
ろ
う
か
。
何
の
歓
び
が
あ
ろ
う
か
？
─
世
間
は
常
に
燃
え

立
っ
て
い
る
の
に
─
。
汝
ら
は
暗
黒
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
燈
明

を
求
め
な
い
の
か
？

147　

‌�

見
よ
、
粉
飾
さ
れ
た
形
体
を
―（
そ
れ
は
）
傷
だ
ら
け
の
身
体
で
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
の
も
の
が
集
ま
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
病
い
に
悩
み
、
意
欲
ば
か

り
多
く
て
、
堅
固
で
な
く
、
安
住
し
て
い
な
い
。

148　

‌�

こ
の
容
色
は
衰
え
は
て
た
。
病
い
の
巣
で
あ
り
、
脆
く
も
滅
び
る
。
腐
敗

の
か
た
ま
り
で
、
や
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
生
命
は
死
に
帰
着
す
る
。

149　

‌�

秋
に
投
げ
す
て
ら
れ
た
瓢
箪
の
よ
う
な
、
鳩
の
色
の
よ
う
な
こ
の
白
い
骨

を
見
て
は
、
な
ん
の
快
さ
が
あ
ろ
う
か
？

150　

‌�

骨
で
城
が
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
に
肉
と
血
と
が
塗
っ
て
あ
り
、
老
い
と
死
と

高
ぶ
り
と
ご
ま
か
し
と
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

151　

‌�

い
と
も
麗
わ
し
き
国
王
の
車
も
朽
ち
て
し
ま
う
。
身
体
も
ま
た
老
い
に
近

づ
く
。
し
か
し
善
い
立
派
な
人
々
の
徳
は
老
い
る
こ
と
が
な
い
。
善
い
立

派
な
人
々
は
互
い
に
こ
と
わ
り
を
説
き
聞
か
せ
る
。

152　

‌�

学
ぶ
こ
と
の
少
な
い
人
は
、
牛
の
よ
う
に
老
い
る
。
か
れ
の
肉
は
増
え
る

が
、
か
れ
の
知
慧
は
増
え
な
い
。

153　

‌�

わ
た
く
し
は
幾
多
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
死
の
流
れ
を
無
益
に
経
め
ぐ
っ

て
来
た
、
─
家
屋
の
作
者
を
さ
が
し
も
と
め
て
─
。
あ
の
生
涯
、
こ
の
生

涯
と
く
り
か
え
す
の
は
苦
し
い
こ
と
で
あ
る
。

154　

‌�

家
屋
の
作
者
よ
―
汝
の
正
体
は
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
汝
は
も
は
や
家
屋

を
作
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
汝
の
梁
は
す
べ
て
折
れ
、
家
の
屋
根
は

壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
心
は
形
成
作
用
を
離
れ
て
、
妄
執
を
滅
ぼ
し
尽
く
し

た
。

155　

‌�

若
い
時
に
、
財
を
獲
る
こ
と
な
く
、
清
ら
か
な
行
な
い
を
ま
も
ら
な
い
な

ら
ば
、
魚
の
い
な
く
な
っ
た
池
に
い
る
白
鷺
の
よ
う
に
、
痩
せ
て
滅
び
て

し
ま
う
。

156　

‌�

若
い
時
に
、
財
を
獲
る
こ
と
な
く
、
清
ら
か
な
行
な
い
を
ま
も
ら
な
い
な

ら
ば
、
壊
れ
た
弓
の
よ
う
に
よ
こ
た
わ
る
。
─
昔
の
こ
と
ば
か
り
思
い
出

し
て
か
こ
ち
な
が
ら
。

第
11
章
「
老
い
る
こ
と
」
に
お
い
て
は
、
人
生
に
お
け
る
真
理
の
法
に
つ
い
て

説
か
れ
、
こ
の
世
の
す
べ
て
の
も
の
は
移
り
変
わ
り
無
常
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
真

理
を
体
得
し
、
一
瞬
一
瞬
の
命
を
大
切
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説

か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
我
々
の
日
常
生
活
は
、
常
に
楽
を
求
め
て
生
活
を
し
て
い

る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
世
は
無
常
で
あ
り
、
常
に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
事

実
（「
真
理
」）
に
気
づ
き
、
自
分
を
律
し
、
正
し
い
生
活
に
つ
と
め
る
こ
と
が
大

切
で
、
お
釈
迦
様
の
説
く
真
理
の
法
を
体
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
か
れ

て
い
る
。
保
育
の
現
場
に
お
い
て
も
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
命
を
尊
び
、
正

07_岡本啓宏.indd   9 18/1/27土   15:31



― XI ― ― X ―

し
い
生
活
を
実
現
し
、
一
瞬
一
瞬
の
命
を
大
切
に
、
日
々
の
正
し
い
生
命
を
実
現

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
え

る
。以

上
の
よ
う
に
『
法
句
経（D

ham
m

apada

）』
に
説
か
れ
る
「
命
の
尊
厳
」

の
教
え
が
、
公
益
社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
の
提
唱
す
る
「
仏
教
保
育
三
綱

領
」
の
「
慈
心
不
殺（
生
命
尊
重
の
保
育
を
行
お
う
）」
に
確
実
に
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
し
て
他
の
「
仏
道
成
就
」、「
正
業
精
進
」
に
お
い
て
も
同
様
に
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
．
ま
と
め

本
論
に
お
い
て
、
古
来
よ
り
多
く
の
仏
教
徒
に
広
く
読
誦
さ
れ
て
き
た
『
法
句

経（D
ham

m
apada

）』
の
教
え
を
「
仏
教
保
育
三
綱
領
」（「
慈
心
不
殺
」、「
仏

道
成
就
」、「
正
業
精
進
」）
に
分
類
し
、
そ
の
教
え
を
教
育
・
保
育
の
現
場
に

展
開
し
、
保
育
者
の
資
助
と
な
る
教
え
を
導
き
出
し
、
日
常
の
教
育
・
保
育
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
考
察
を
進
め
た
。
さ
ら
に

『
法
句
経（D

ham
m

apada

）』
の
教
え
を
「
仏
教
保
育
三
綱
領
」
の
「
慈
心
不

殺
」
へ
の
具
体
的
な
展
開
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
『
法
句
経（D

ham
m

apada
）』

の
教
え
が
確
実
に
保
育
の
現
場
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
論
で
は
、
紙

面
の
都
合
上
「
慈
心
不
殺
」
の
一
部
の
み
の
展
開
で
は
あ
っ
た
が
、『
法
句
経

（D
ham

m
apada

）』
の
教
え
は
真
の
人
間
を
的
確
に
捉
え
、
人
間
の
優
し
さ
、

命
の
尊
さ
、
愛
の
大
切
さ
な
ど
、
人
間
の
持
つ
価
値
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
確
実
に
保
育
者
の
日
々
の
保
育
の
具
体
的
な
示
唆
と
な
り
得
る
教

え
で
あ
る
と
い
え
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、仏
教
の
教
え
に
基
づ
き
、仏
教
保
育
の
中
に
数
多
く
の

教
材
を
よ
り
具
体
的
に
保
育
者
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

【
註
】

（
１
）‌�平
成
29
年
６
月（
７
月
末
回
答
期
限
）に
、
関
東
一
都
六
県
の
公
益
社
団
法

人
日
本
仏
教
保
育
協
会
に
加
盟
し
、
仏
教
保
育
を
提
唱
し
、
実
践
し
て
い

る
幼
稚
園
・
保
育
所
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
「
仏
教
保
育
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
た
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
430
園
に
配
布
し
、97
園
か
ら
の
回
答（
回

収
率
22.6
％
）
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
仏
教
保
育
を
提
唱
し
、
実
践

し
て
い
る
各
園
の
教
育
・
保
育
方
針
は
、今
回
の「
仏
教
保
育
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
回
答
を
い
た
だ
い
た
各
園
の
教
育
・
保
育
指
針
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま

た
「
仏
教
保
育
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
詳
細
な
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
紙

面
の
都
合
に
よ
り
他
の
機
会
に
譲
る
。

（
２
）‌�日
本
仏
教
保
育
協
会
編
『
仏
教
保
育
総
論
』（
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
）　

二
〇
〇
四
年
二
月
十
日
初
版　
ｐ
14
〜
ｐ
15

（
３
）‌�本
稿
の
各
章
の
章
題
は
、
中
村　

元
訳
『
真
理
の
こ
と
ば　

感
興
の
こ
と

ば
』
岩
波
文
庫
（
岩
波
書
店
）
に
準
ず
る
。

（
４
）‌�前
掲　

註
（
２
）
ｐ
14

（
５
）‌�拙
論
「
仏
教
保
育
に
お
け
る
「
命
の
尊
厳
」
に
つ
い
て
―
『
典
座
教
訓
』

の
「
三
心
」
を
通
し
て
―
」（『
駒
沢
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
五
十

号　

二
〇
一
七
年
三
月
）
ｐ
Ⅳ
に
お
い
て
『
幼
稚
園
教
育
要
領
』
に
示
さ

れ
て
い
る
「
命
の
尊
厳
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

‌�「
こ
の
『
幼
稚
園
教
育
要
領
』
に
お
い
て
、「
命
の
尊
厳
」
に
言
及
し
て

い
る
部
分
は
、「
第
２
章　

ね
ら
い
及
び
内
容
」
の
領
域
「
環
境
」
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。「
環
境
」
は
『
幼
稚
園
教
育
要
領
』
の
中
で
「
身

近
な
環
境
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
領
域
」
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
ね
ら

い
の
中
心
は
、
身
近
な
環
境
に
親
し
み
、
自
然
と
触
れ
合
う
中
で
様
々

な
事
象
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
自
然
に
触
れ
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て
生
活
し
、
そ
の
大
き
さ
、
美
し
さ
、
不
思
議
さ
な
ど
に
気
づ
く
こ
と

が
領
域
「
環
境
」
の
中
心
と
い
え
る
。
即
ち
、
こ
の
領
域
「
環
境
」
の

中
で
「
命
の
尊
厳
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
、
身
近
な
動
植
物
を

通
し
て
、
そ
の
命
の
尊
さ
、
生
き
物
を
思
い
や
る
気
持
ち
、
物
の
大
切

さ
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
教
え
て
く
こ
と
が
そ
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
。」

（
６
）‌�前
掲　

註
（
５
）
拙
論
ｐ
Ⅴ
に
『
保
育
所
保
育
指
針
』
に
示
さ
れ
て
い
る

「
命
の
尊
厳
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

‌�「
子
ど
も
は
親
し
み
を
持
て
る
動
植
物
を
見
た
り
、
触
っ
た
り
、
世
話

を
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
親
し
み
、
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を
持
ち
、

そ
し
て
生
命
の
尊
さ
に
気
づ
く
、
保
育
者
は
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
た

り
、
動
植
物
へ
の
関
わ
り
方
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
保
育
所
で

は
、
幼
稚
園
と
同
様
に
身
近
な
動
植
物
を
通
し
、
そ
の
命
の
尊
さ
、
愛

護
の
気
持
ち
、
感
謝
・
い
た
わ
り
の
気
持
ち
な
ど
を
教
え
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
飼
育
・
栽
培
を
通
し
て
自
然
に

対
す
る
「
畏
敬
の
念
」
を
育
て
る
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
命

の
尊
厳
」
に
つ
い
て
「
子
ど
も
の
生
命
を
守
る
」
こ
と
に
も
言
及
さ

れ
、
特
に
虐
待
か
ら
子
ど
も
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
説
か
れ
て

い
る
。
保
育
所
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
子
ど
も
の

生
き
る
力
、
伸
び
よ
う
と
す
る
力
を
支
え
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

発
達
過
程
を
踏
ま
え
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
え
る
。｣

（
7
）‌�『
法
句
経（D

ham
m

apada

）』
の
訳
文
は
、
中
村　

元
訳
『
真
理
の
こ
と

ば　

感
興
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫（
岩
波
書
店
）に
準
ず
る
。
ま
た
、
文
中

の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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